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テレヴィの画面を眺めてい 
るこちらの現実とまったく同 
一の時を刻んで動いている円 
い 時計が つねに画面の 中央部 
士心 に現れる この 講堂内の占拠は、 
現代にとってまさしく象徴的 
日印 であったけれども、ところで 
私が先に、逮捕されるまでの 
0 時間をただただのばす「持続」 
の意味のみをそこからとりだ 
i しただけなのは、それがひと 
つの場所にたてこもっている 
事態を貫こぅとする「守勢」 

の努力にほかならなかったか 
らである。 

〈中略〉 . ここで敢えて 

図式的な概括にまでひきもど 
していえば、その「守勢」の 
もたらす精神的鼓舞は' 兵器 
工場へはいって戦争廃棄のビ 
ラをくばる僅か少数の若いア 
ナーキストが萠芽的にはらん 
でいるところの一種の無限発 

展性、「攻撃」が必然的にも 
たねばならぬところの技術と 
理論の「発展」のかたちをも 


たないといわねばならないの 
である。 

(埴谷雄高「象徴のなか 
の時計台」『群像』三月号) 
確かに埴 谷が 指摘しているよ 
うに、機動隊の攻撃にさらされ 
て余儀なく「守勢」に立たされ 
ている 場合 だけでなく、占拠に 
は直接的な「無限発展性」とい 
うようなものが感じられないよ 
うに見える が、 しかしそれは、 
その行為の裏側に「発展性」を 
かくしもつという形において、 
いわば運動のモメントとしてあ 
るのである。たとえば大学なら 
大学を占拠することは、単に闘 
争の手段とし.て、あるいは闘争 
の拠点として意味をもつだけで 
はなく、大学の 機能が 停止され、 
その 日常が 否定されることに、 
より意味がある。というよりも、 
機能を止めることによって、こ 
れまで私たちの内部で意識する 
間もなく、既にあるものとして 
大学が存在し続けてきたその日 
常が 放棄される、そのことのう 


ちに占拠という行為の意味がか 
かっているのだが、その日常に 
対する攻撃性は、形としては「守 
勢」のように見えながらも、な 
お無限に発展する運動の契機に 
ほかならないのである。それ，は、 
何も抽象的な「八リヶード」の 
ことではなく、 机、椅子、 ロッ 
力—を 積み上げ 打ちつけた 現実 
のバリケ—ドそのものが、それ 
らの素材の、かくあるべしと定 
められた機能を奪いとることに 
よって作られている。そのこと 
の意味である。この間の運動を 
一言で言うならば、赤瀬川原平 
の 言葉 「ラムネびんはォブジヱ 
を通過してラムネ弾となる」が、 
もっとも適切であろう。無論、 
現実の ラムネ弾なるものは、た 
だ必要がうみだした工夫のひと 
つに過ぎないのだろうが、しか 
しそ. の、 過程を 高速度撮影で とら 
えるように眺めるならば、ラム 
ネびんはびんとしてのその機能 
をはぎとりものとして見るよう 
な眼差しを通過することによっ 
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て、別なものに作りかえられる 
のである。ラムネ弾だけではな 
い、道路の 敷石 も又、割られて 
投石用の石となる一瞬、この過 
程をたどっているはずである。 

たとえば、 東京の都心部の道 
路は 、来年の 春までには、 銀座 
の御影石歩道を除いて全てアス 
フアルト鋪装にされるという。 
黒くのっぺりと、どこまでも続 
くかに見える新しいアスフアル 
卜.の表面には、道路を道路とし 
てのみ機能させょうとする権力 
の 意志が透けて 見えるの だが、 
同時にそれは、日常というもの 
の、 頑なな表情でもある。アス 
フアルトでつるつるに塗り固め 
られた土地は、おそらくその黒 
い 皮膜の下で怨恨を とぐろの ょ 
うにまきこんでいることだろう 
が、その上に立つ私たちも 又、 
歩くか走るか止るかする以外に 
はない。その 時、 その細長く続 
いた 空間は、 交通の機能そのも 
のとして閉じられ、一方私たち 
の「灰色の脳細胞」も終にその 


空間そのものに対するラディカ 
ルな問いを発することなく閉じ 
られてしまう。昨年のいつ頃だ 
ったか、お茶の水駅に降りて歩 
き出した 時、 歩道の真新しいア 
スファルトが妙に生々しく感じ 
られたことがあつたが、そして、 
「ここも又……」と思わず苦笑 
してしまったのであるが、今で 
は、ほこりをかぶった歩道に 改 
めて目をやることすらほとんど 
ない。そして、その間に補修さ 
れた日常はより自然な状態を復 
元してきたのである。 

たかだか道路のことにすぎな 
いが、そのような常日頃何気な 
く 見過してしまうような物の意 
味をつかみなおさない限り、何 
事も本質的に変ることはない。 
それらの物を何気なく見過して 
いるうちに、私たちの意識も又.、 
日常の規範のうちにありながら、 
それが作りあげられた規範であ 
ることを 忘れは て、自らのあり 
様を 全体 的に問うことを 忘れて 
しまう。私たち内部の規範だけ 


でなく、人為的に作られた制度 
のように、作られたということ 
が誰の目にも明らかなようなも 
のに対しても、それが日常的に 
存在 すれば、その 存在の 意味を 
問わないで過してしまう。たと 
え ば、 そのいい 例が大学の教師 
たちである。彼らは日頃、「学 
問」、「研究」、「教育」という 
ような言葉をふりまきながら、 
それらを行っている場が一体ど 
んなものか、そして、その 「大 
学」で自分がやっている「学問」 
が. 可なのか 根本的に 問うことが 
ない 。 每年每年、入学試験をや 
りながら、それがやられている 
ことの意味を考えてみることも 
ない、というよりも、それの行 
われることが地球の自転のよう 
に 先験的な こととして、 意識の 
うちにものぼらない。彼らにと 
って 道路が その上を 歩く もので 
あるように、入学試験はただや 
るものなのだ。 

どうしてそうなのか。入学試 
験をやるとは.一体何なのか、あ 


なたのや、つている「学問」とは 
一体何なのか、何故それが 「学 
問」なのか、そのょぅな日常を 
問ぅところに大学の八リケード 
はある。かくあるべしと定めら 
れた機能を放棄した諸々のもの 
で固められたバリケードは日常 
を断ち切る、そしてその断ち切 
つた地点からそれまでの日常に 
対する問いが投げかけられるの 
だが、それは静止した疑問符と 
してあるのではない。大学の日 
常を放棄したその場所は、同時 
に私たちの内部に固定した日常 
を放棄する場でもある。そこに 
運動が始まる。自らの内部に規 
範として固定した権力を放棄す 
るその瞬間、自己権力獲得の過 
程に私たちは踏みこんでいるの 
だが、放棄と獲得の交叉するそ 
の場こそ運動にほかならないの 
である。 

(69年2月28日) 







ガ d バックナンバー特価サービス.グ 

1年分を1000円でガ 

「ガロ」も愛読者の皆様のご支援に 
より創刊以来5年目をむかえましたが、 

バックナンバーをまだお読みでない方のために下記の通り 
特価 サービスを 行ないます。 



白土三平、水木しげる、つげ義春 
永島慎二、滝、田ゆう、楠勝平 


つりた • くにこ、勝又進、藤沢光男 
佐々木マキ、田代為寛、池上遼一、 



<12册セット> 

@セハ41年4月号〜42年3月号 
⑧セパ42年4月号〜43年3月号 


1セット特価1000円(〒共) 

® ⑧セット明記の上代金を添えて直接当社までお申込 
み下さい。（美本でない本もありますのでご諒承下さい) 



申込先 • 東京都千代田区 神 田 神 保町卜 55 青林堂 



